
【施設効果事例】梅花皮沢第４号砂防堰堤（山形県小国町） 飯豊山系砂防事務所

梅花皮沢は、荒廃した山地（飯豊連峰）からの流出土砂が
著しい

流れた土砂が川にたまると、川底が高くなって流せる水量が
減り、あふれやすくなる

荒廃した山地からの流出土砂をコントロール
下流河川における河床上昇による洪水氾濫から流域を保全

【概要】

施設名称 梅花皮沢第４号砂防堰堤

施行位置 やまがたけんにしおきたまぐんおぐにまちおおあざぬくみだいら

山形県西置賜郡小国町大字温見平

河川名 荒川水系左支玉川左小支梅花皮沢

施行年 昭和50年～昭和55年（12月完成）

諸 元 計画種別：水系
流域面積：合計15.5平方キロメートル

構 造 重力式、高さ15.0ｍ、長さ211.0ｍ、幅3.3ｍ、立積16,991㎥
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水系内で砂防堰堤などの施設を
組み合わせて設置することで、
下流への流出土砂をコントロール！
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